
これまでの研究会の主な内容  

0地域の要廣贋膚億  

ひとり暮らし、あるいは家族がいても支えにならず、その上、地域から孤立していたり、判断能力  

が不十分等により由ら問題解決に向かうことができない状態にある丸々  

0地域の問題として掛ずられたこと  
社食福祉協議感   

再制度の狭間にある者（地域の要支援者）への対応  

8既存施策では応えきれていなしヽニ榊ズの存在  

白地域の意識から生まれる問題の存在  

貯総合的な対応の不十分さから生まれる問題の存在 等   

町独習：地域の要支援者への支援のあり：掛こつし、てヨ  

支援において必要な視点につし㌔て   

蜃「地域での自立とは何であるか」を明らかに  

年生清一メスウマネジメント、ケイパビリティ支援  

βひた鵬ほりのつながりをみる、近隣■家族のつながりを切らないように等  
民生費農F児童委員   0き 

る細ないÅに対応も生活鯛をず棚♭篭く支援  

臣サ戯ビスヘの．アクセス支援  

払サ酬ビスと生活の総合性の関係整理  

牧草支援が利用者でなくボランティアとして参加する形   

召サ仙ビス利芦削三菱右されない地域との関係づくり 等  

・・汀卜   



テ聞∇と主な意見  既存施策の♭ビュ仙  

0要支援者を含む地域のÅ々に対する働きかけ、地域の活動のあり方につし㌔て   

簡助けられよ手数宵   

は知識の正しい周知、事前の認識   

駒災賓時支援等にもつながる日常の顔のみえる関係づくり   

顎地域が持つべき機能（発見、相談、見守り等）を情報面から考え直す   
た新しい互酬性の仕組みを考える   

ぉ監視から見守りへ   等  

臣テ馴マ 
：地域福祉を進めるためのシステムのあり方に＝沌耳管  

～地域福祉を更に発展させるためにはどうす紬窟よ♭もか慧  

〈主な意見〉  

0地域の範囲について   

群地域の支え合い単位は50憮滞くらい。専門職は7瑚8千Å位。 等  

琶ネットワⅦ到こついて  

官位民同士の横のつながりが重要  

Ⅳ関係機関（者）の定期的な会議の開催  等  

0見つけにくい≡職ズの発見  

続小地域での相談の必要性   等  

0専門職や事業者との関係  
現車業者は地域福祉を推進するワ糊力棚や機関と連携するこたが必要  等  

琶活動の拠点  

虎拠点の確保により、住民が気軽に集まり、問題の共有がで馨る 等  

こ．．トIi．ミ・蔓   

11／／瑠9  

（月）  

福祉甘山ビス利用援  

鞄域福祉計画   

農地域福祉の更なる発展方策について   

応：ヨ馳血ディネ脇夕鰭の専門性強化 等  

0地域福祉の役害附こついて   

薫制度でカバ嘲されない部分を解決する仕組み作り  
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既存施策のレビュ叫  テ胆∇と主な意見  

監予価マ：住民参加の推進に恐け引   

く豊な意見〉  

0なぜ地域福祉に住民参加が必要か   

鯵住民は深刻になる前兆をつかんでおり、そうした情報ネットワ脚到こサ酬ビス等の情報が克っ℃   

齢け闇㌔飾げヰにうまく乗らないÅをサ出ビスにつなぐ芸とができる。   等   

∈〉住民参加の担い手とはどういう人たちか   

殴ご近所での活動の主役は世話焼きさんであり、そうした人の多くは女性。 等   

0地域福祉において住民が力を発揮するためにはどのような方策、仕組みが必要か   

騨退職者がリタイア後の準備行動を起こす場合、多くの泉が行改発行の広報媒体（市報、区報等）  

を活用。  

司≡巨細ディネ山容醐の専門性強化を国が支援する必要があるのではないか。 等   

0計画や社協、共同募金、民生委員、地区活動等における住民参加はどうあるべきか。   

（計画）  

辱計画作りだけでなく、推進段階においても住民参加を進めることが必要。  

（祖協）  

世評議員の選出基盤を変えることで、社協や民生委員の活動が変わり、地域づくりの£ネルギ此   

につながることもあるのではないか。  

（民生委員）  

昏地域の申の皆で民生委員を選んでいこうという機運を作ることが必要。   

（地区活動等）  

田中間集団と自治会町内会との連携が、ヨミまニティの協働性の向よにつながる。  

等  

0住民と行政との関係をどう考えるか  
応NPOやボランティアが、行政のひも付きや肩代わりにならないようにするべき。  等  

ホラー．′、∴イ∫′   

は3－  



第6回研究会の論点  

監テ舶マ ≡ 地域福祉活動を支える財源曹≡慧』箋ぞヨ  

◎地域福祉活動を支蒐る財源をどのよう百≡確保ずるか  

・、∴さ、せトj∴き享：二した互卜寄付意識が根付くか  

◎寄鰭を俊ずため曹芸怯も異同募金などの既存⑳佳組みをどのよ剖芸三乗ずれぽよ転戦のか  
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